4回講義（20040511）メモ

更新日：2004/05/10
アフリカに誕生した新人（ホモ・サピエンス）の地球上全域への進出・定着・移動

　→諸部族・諸語族の形成

　　

民族移動は遠い昔のことだけではない・・・ex.20世紀　第二次世界大戦末期から戦後にかけて1千数百万人のドイツ人・ドイツ系住民がソ連東欧地域からドイツ地域へ（拙著『独ソ戦とホロコースト』からの地図：資料配布）、また、日本人も満州や朝鮮、台湾から。

　

*インド・ヨーロッパ語族とその各地域への枝分かれ（本学・国際文化学部・唐澤一友助教授の『アングロ・サクソン文学史』シーガルブックス、東信堂、2004年5月刊、25ページ枝分かれ図、およびエンカルタよりの資料配布）→現在のヨーロッパ諸地域の「先住民族」マイノリティの分布図（資料配布
）

　*ウラル語、アルタイ語系の諸語族への枝分かれ（資料配布・・エンカルタより）→

　　　日本語の起源（不明・不確定の部分が多い・・・モンゴル系や南方系などいくつかの語族、その融合・・・日本人の起源と日本語の起源の相関）・・・資料配布

大塚久雄『共同体の基礎理論』（岩波現代叢書）、第３章

共同体と土地占取の諸形態・・労働の生産力の発達による継起的発展

(1) 共同体内部にみられる土地の私的な占取関係の進展度・・・生産諸力の発展、したがって社会的分業(＝生産諸力の分化)の展開度

(2) それに照応する基本的共同体の推転、「共同体」の内部編成の変化・・・とくに血縁関係の弛緩度。

Ⅰ　部族共同体・・・農業共同体の第一段階

　　アジアからの検出・・・「アジア的形態」との名称・・オリエント(ティグリス＝ユーフラテス両河流域のメソポタミアやナイル川流域のエジプト)、黄河下流地域地方やインダス川流域地方の古代専制国家の基礎的経済構造

　　しかし、世界史上、世界各地にみられるもの、ケルト民族、インカ文明の土台など。

· 民族学や文化人類学の膨大な実証的成果に依拠して、現在の自然諸民族のなかに太古の形態に関する基本的事実を探り確認

· 世界史の上でずっと後の時代の歴史に残っているケルト民族の旧制度、アジア諸国家にずっと後まで残存していた最古の村落制度などから推定、検証

　重要な変容をとげつつも、太古の「農業共同体」の特徴を残すもの・・・１９世紀中葉のインダス河流域のパンジャブ地方(現在のパキスタン)に残存していた｢農業共同体｣・・・デーリ州のグルガオン地区やアムリツァル州のグルダスプル地区のような辺境地域、とくに古いヒンズー教の信仰を固守している諸部族に、部分的に太古的な慣習法が古風な名称のまま１９世紀中葉まで残存(イギリス人の植民地官吏の報告)。

　グルガオン地区・・・この地方に住むヒンズー諸部族は、いずれもいくつかの大血縁集団（ゴーツと呼ばれる）を持って構成されていた。（部族Stammとすべきか、その下部単位としての氏族Sippeとすべきか必ずしも明らかでないが、一応、部族と規定）

　　大血縁集団ゴーツは、家父長制支配のもとに、男系制的に編成されていた
。

　　子供たちは父のゴーツにとどまって、その部族の姓を名乗る。

　　女子は、族外婚制にしたがって他のゴーツの男子に嫁ぐが、その場合父のゴーツを去って夫のゴーツに移った。

　　ゴーツはまたしばしば数個の、アルまたはトンバなどと呼ばれる小血縁集団に分かれ、さらにこのアルはいくつかの、ガールあるいはカーンダンと呼ばれる大家族（あるいは同属団）を含んでいた。

以上を整理すると、

　大血縁集団ゴーツ（部族）→小血縁集団アルまたはトンバ→大家族（あるいは同族団）ガールあるいはカーンダン

　

　①土地の「共同占取」の主体は大血縁集団ゴーツ（部族）・・・自己の固有の占取地域
　　　

もっとも古い時代には、土地所有の法的根拠は開墾か、あるいは征服に求められた。

　　　したがって部族Stamm（ときにはその部分体である大氏族Phratrie）自身がその占取した地域の所有者と見なされ、その防衛に当った。

　　　　開墾・征服、灌漑設備の構築などにおける部族全体の共同の営為・「共同労働」＝「共同所有」の決定的重み

　　　　共同体の成員諸個人に対する部族的（共同体）規制の圧倒的な強さ・・・個々人・個々の家族はきわめて強い規制力で共同体（部族）に従属させられ、「共同体にたいして自立的となることはない」。

　②その内部に、普通
は各アルごとに、村落をなして居住・・・この村落およびその直接の周辺はいわゆる「村落マルク」Dorfmark od. innere Mark

③この村落の中に、各大家族（ないし同族団）がそれぞれ一戸の「囲い込まれた」住宅を構えていた。

この住宅には、なお、納屋・厩（うまや）・車小屋のほか、庭畑（Wurt）やいくばくかの耕地が付属していた・・・すなわち、ヘレディウム（各家族によって永続的に私的に占取される土地）が成立していた
。

しかも、それは明瞭に男系世襲の私的所有地となっていた。ただし、その場合、土地や家畜その他の重要な動産の処分は、家族全体の同意なしには何人にも、家父長にも許されていなかった。

　④ゴーツの占取地域のうち、この「村落マルク」を除外した残余の部分はすべてゴーツ全体の「共同マルク」gemeine Mark od. äußere Mark を形作り、シャーミラットあるいはイラーカとよばれていた。
　

　このシャーミラットすなわち「共同マルク」の利用の原則

（1） 大血縁集団ゴーツ全体（=家長会議）の監視と統制

（2） 各大家族（=同族団）の家長は、平等の権利

（3） 「共同マルク」（シャーミラット）の一部は、各大家族が耕地として利用・・・ただし、ときおりゴーツ全体の決定にもとづいて各大家族間に分配しなおされた。

（4） 耕地の再分配の際、いずれかの大家族（=同族団）が成長の結果その必要量を増大している場合には、その大家族は村落全体（=家長会議）の同意を得て新たに開墾。

（5） 以上の耕地分配=再分配の原則は、各家族の能力と必要に応じて与えるという、マックス・ウェーバーのいう「実質的平等」materielle Gleichheitに基づいている。　

（6） 「共同マルク」（シャーミラット）内の牧地は、ゴーツ全員が利用。

（7） 森林の伐木は、全体の同意を必要とする。しかも、自家用（たとえば家屋や囲い込みの建築材料、薪、農具製造用など）だけが許された。

（8） シャーミラット内でも、個人的に植えられた樹木はその個人によって私的に占取された。

（9） 意見の相違があれば、多数決によって決定。

参考資料（配布）：マダガスカル島におけるタナラ族の村落形態推測図。

Ⅱ　古典古代的形態・・・農業共同体の第二段階（第二の基本形態）

　　典型的に検出されるところ・・・資料・史料の残存状況からギリシャ・ローマ・・・ポリス（都市）と奴隷制の社会

　

　ポリス（都市）・・・最初一定の小領域内に住む諸「部族」Stammの連合体を土台として成立・・・諸部族連合体の集住（＝シュノイキスモス）とその凝集点としてのポリス（＝都市）

　特徴

①「部族」といっても、原始的な血縁の紐帯（ちゅうたい）や呪術（じゅじゅつ）的な規制は著しく弛緩・・・・地縁的性格・・・戦闘隊形における定住様式・・・「戦士共同体」

歴史的な移動、移住が部族の純粋に原生的な性格（血縁的性格）をしだいに破壊し、部族は、見知らぬ土地を占取しつつ、根本的に新しい労働条件のもとに入りこんで、個々人のエネルギーをいっそう発展させるようになる（そして、部族の共同的性格は外部に向かって消極的な統一として現われ、また現われざるを得なくなる）。→各個人が土地―個別的な分割地）－の私的な所有者となる諸条件の増大。

外部に対する戦争が生存の客観的条件を占取しあるいは防御するために共同体全体に対して要請される重要な課題、つまり重要な共同労働となる。

諸家族から構成された共同体は、何よりも戦闘隊形に、軍事組織として編制される。

そして、このことがまた土地所有者としての各家族の生存のための諸条件の一つとなる。

都市における集住がこの軍事編制の基礎を成す。

共同体成員たちの余剰時間はまさしく戦闘という労働などとして共同体に帰属させられることになる。

②一方の極に、「王」（＝バシレウス、レークス）を含む「貴族」（＝エウパトリダイ、パトリキー）が形成される・・・・比較的大規模な土地および労働力（＝奴隷）の所有者で
、自ら完全に武装しうる「戦士」Krieger（クリーガー）・・・③これら「貴族」たちが、自己の所有地を離れて一定の、防塞を施されかつ通例は市場開催地でもある中心地点―いわゆるアクロポリスおよびその周辺―に「集住」して「都市」（＝ポリス、ウルブス）を形成、　

④王制から貴族の共和制へ・・・貴族が本来の市民（完全市民・能動市民）

⑤貴族の共同体としての「都市」・・・貴族都市
平民（デーモイ、プレーブス・・・都市内の手工業者や周辺農村の農民たちで、受動市民）

⑦ギリシャの主要都市やローマは、貴族都市から平民都市へ・・・農村（＝デーモス）に住む「農民」（＝デーモス）たちが、都市内の手工業者たちと手を携え、みずから完全武装の戦士―いわゆる重装歩兵（ホプラ・パレコメノイ）－として、貴族と同じ「完全市民」「能動市民」の地位に上昇・・・「重装歩兵民主制」・・・「共同労働としての戦闘」の必要から手工業者、農民が市民に編入され、地位向上（権限と義務の相互関係）

⑧「都市」共同体は、「奴隷所有者としての私的土地所有者」（＝市民）によって構成されるところの支配階級の組織。

⑨平民（＝プレーブス）の市民としての政治的地位が決定的に高まる（土地所有者としての資格が強化される）と、手工業労働が奴隷、解放奴隷、寄留者などの「卑しい仕事」とされるようになる。

　社会的分業と身分的格差

　社会的分業（生産諸力）の拡充とその表現である労働用具－武器をも含めて―の家族内蓄積の増大に照応して、家族内部における家父長制支配（patorimoniale Herrschatパトリモニアーレ・ヘルシャフト）が強化。ヘレディウム（＝宅地および庭畑地）の私有制も強固となる。

都市ローマの全領域は、私有地（フンドゥス・・・「ヘレディウム」に「先占地
」を加えたもの）と公有地

私有地が公有地をしだいに侵蝕。

公有地は、「共同労働としての戦闘」によって、単に防衛されるだけでなく、たえず新たに占取され追加されていく
。

　しかし、貴族であれ、平民であれ、富裕なものたちが、すなわち大規模な奴隷と貨幣を持つ家長たちがその実力に応じて「私有地」を集積していく→市民間の著しい貧富の差→紀元前2世紀後半グラックス兄弟
の土地改革運動が勃発

　　

� アルベルト・メルレル（新原道信訳）「“マイノリティ”のヨーロッパ」永岑・廣田編� HYPERLINK "http://images-jp.amazon.com/images/P/4818815772.09.LZZZZZZZ.jpg" ��『ヨーロッパ統合の社会史―背景・論理・展望』�日本経済評論社、2004年、第7章。


� したがって、母系制原理の原始的共同体からはすでに変化・変質したものである。


　家父長制的支配の基礎に所有制度が成長していたということであろう。


� ゴーツ全体が一個の村落を形作る場合もあった。


� 「ヘレディウム」の確立によって、部族共同体内部の純血縁的編成が突き破られ、「血縁に拘束されない」という意味での「自由人」間の社会関係（マックス・ウェーバーの表現によればVergesellschaftungフェアゲゼルシャフトゥング）が形成され始める。


　その発展のなかから、デーミウルギーDemiurgie（村抱え）の手工業者・・・前回配布資料で紹介したインド村落の多様な手工業者を想起せよ。すなわち、鍛冶工、大工、陶工、銀細工師などの手工業者、さらに理髪師、洗濯師、僧侶、教師、諸種の村役人など。





� グルダスプル地区　


� 岩波書店『日本史辞典』より。


日本の場合の、「奴婢（ぬひ）・・・・古代の隷属身分。大化前代においては、大王や諸豪族の隷属民をヤツコ（奴、奴婢）と称した。そのうち宮や宅（ヤケ）などの支配拠点に強い結びつきを有していたものは、賎身分に固定され、律令制の官奴婢，私奴婢などにされた。


　日本における賎民・・・古代律令制下の良賎制に基づく賎・・・古代の賎民は、犯罪による処罰、人身売買や債務奴隷などによって形成された。律令制においては、陵墓を守る陵戸、朝廷の労役を行う官戸・公奴婢（官奴婢）、私有奴隷としての家人、私奴婢の5つの身分が賎民（五色の賎）とされた。


　良賎制・・・律令制において人民を良・賎に二大別する身分制度。租庸調などの律令制的な課役を負担する公民を良民（良人）とし、特定の主人や官司等に隷属し特殊な奉仕を義務付けられたものを賎として区別。賎には、陵戸、官戸、家人、公私奴婢などがあった。


　良と賎の身分の区別は、60－年の庚寅年籍（こういんねんじゃく）で確立されたと考えられ、以後、売買や債務による良民の賎身分への転落が禁じられた。律令法では賎が同身分間の結婚（同色婚）以外認められ低なかったが、8世紀末以降の良賎通婚の盛行により良賎制の形骸化が進行し、戸籍製の衰退とともに10世紀には律令制に基づく良賎制は解体した。


� 公有地に対して各市民は平等に「先占」occupatioの権利を持っていた。その先占した土地（私有化した土地）


　ローマ人の場合、血縁制的規制力の弱化に比例して、「先占権」が著しく前面にたち現われていた。


� 平民（プレーブス）の政治的地位が高まり、重装歩兵民主制がかくりつするとともに、「都市」国家ローマは著しく侵略的性格を帯びてくる。それは第一次的には、まさに「土地」、公有地を絶えず補充し拡大する必要から。


　ローマは、征服した「都市」の領土のうちほぼ3分の２は原住民の手に残し、3分の一は奪取して、これを自己の公有地としたといわれている。


� 岩波世界史小辞典より。


　グラックス（兄）・・前162－132．前133年護民官として改革運動を行う。大土地所有者の土地兼併,ローマの国防力の担い手である中小土地所有者の没落の傾向を抑えるため、リキニウス法の更新を図り、大土地所有の制限、土地の再分配を行い、自作農創設を企てたが、元老院の保守派の反対にあって暗殺された。


　グラックス（弟）・・前153－121．兄の遺志を受け継いで、前123－122年護民官として穀物法、土地法、裁判法、市民権法などの改革立法を行い、騎士身分と民衆を味方に付け,元老院勢力を抑えようとしたが失敗し、騒乱の中で自殺した。兄弟の改革の失敗の後、ローマ史は内乱の時代に入る。


　リキニウス法・・・前367年護民官リキニウスとセクスティウスが提案、通過させた法。コンスルの一人をプレブスから出すことを定め、パトリキ、プレブスの身分闘争の一時期を画した。公有地占有面積を一人最大500ユゲラ（約125ha）に制限し、大土地所有の発展を防止しようとした。


　護民官・・・プレブスの生命、財産を守るために生まれた官職で、伝承では前494年に設けられたといわれる。任期一年。プレブスから選ばれる。定員は前449年以降10人。身体は神聖不可侵とされ、政務官や元老院の決定に拒否権を行使できた。平民会の議長。共和政末期には重視されて政争の具となったが、帝政期にはもっぱら皇帝の名誉職権隣、本来の機能を失った。





